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要 旨

機械 翻訳 は，従 来 ，文 法 による翻 訳 ， フ レーズベ ース の統計 翻訳 ，階層的な フ

レー ズベ ー スの統計翻訳 な どの シンボル に基づ く翻訳法 （シ ンボ リックMT） が主

流 だ った． この方法 では，翻訳 モデル，語順 の入替 えモデル ，言語モ デルが用い

られ て いた．一 方，近年 ニ ュー ラル ネ ッ トに よる機械 翻訳 （NMT）が提案 された．

NMTで は，分散表現 を用 い ることでよ り流 暢な翻訳結 果が生成 され るよ うになった

が ，内容 の正確性 に問題 が あ り，冗 長 な訳文 が生成 された り，内容が欠 落 した訳

文が生成 され た りす る問題 があった．本研究 では，シンボ リックMTとNMTの ハイ

ブ リッ ドな翻 訳 手法 を用 い ることで この課題 を解 決す る．’このた め， ニ ュー ラル

ネ ッ トワー クを用 いた語順 の入替 えモデル ，ニ ュー ラルネ ッ トジ ョイ ン トモデル ，

ニ ュー ラルネ ッ トに よるル ール選択 モデル を フ レー ズベ ー ス統計 翻訳 に統合 す る

翻訳 手法 を提 案 した．次 に，NMTに シンボ リックMTの 知識 の組 み込み を提案 した．

この方法 では，NMTの 候 補列選択時に シンボ リックMTの ス コアを用 いて よ り正確

な候 補 の選択 と探 索 を行 う．これ らの方 法 を実 際 の翻訳 タス クに適 用 し，有効性

を示 した ．

、
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（論 文審査結 果 の要 旨）

機械 翻 訳 は，従来 ，文法 による翻訳 ， フ レー ズベ ー スの統計翻訳 ，階層 的な

フ レー ズベ ース の統計翻訳 な どのシンボル に基づ く翻訳 法 （シンボ リックMT）

が主流 だ った． この方 法 では，翻訳 モデル，語順 の入替 えモデル ，言語 モデル

が用 い られ ていた ．一方，近年 ニ ュー ラル ネ ッ トによる機械翻訳 （NMT）が提案

され た ．NMTで は，分散表現 を用 いるこ とで よ り流 暢 な翻 訳結果 が生成 され るよ

うにな ったが， 内容 の正確性 に問題 が あ り，冗長 な訳文 が生成 され た り元内容

が欠落 した訳 文 が生成 され た りす る問題 が あった ．本研 究 では， シンボ リック

MTとNMTの ハ イブ リッ ドな翻訳 手法 を用 い るこ とで この課題 を解決 す る． この

た め，ニ ュー ラル ネ ッ トワー クを用 いた語順 の入替 えモデル ，ニ ュー ラルネ ッ

トジ ョイ ン トモデ ル， ニュー ラルネ ッ トに よるルール選 択モ デル をフ レー ズベ

ース統計翻 訳 に統合す る翻訳手法 を提案 した．次 に，NMTに シンボ リックMTの

知識 の組 み込み を提案 した．この方法で は，NMTの 候補列 選択 時に シンボ リック

MTの ス コアを用 いて よ り正確 な候補 の選択 と探索 を行 う． これ らの方法 を実際

の翻 訳 タス クに適 用 し，有効性 を示 した ．

これ らの成 果 は，従来技術 では本 質的 に解決 困難 で あった問題 に対 す る解決

策 を示 レてお り、成果 として2編 の英 文学術論文 （査読 中1件 を含む）、3編 の

査 読付 き トップ国際会議論文 に採択 され てい るこ とか ら、研 究業績 として非 常

に高 く評価 で き る．以上 、本博 士論 文 の審査 を行 い，本論 文 は，博 士論文 （工

学） と して十分 な価値 があ るもの と判 断 した．
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